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所信声明 

助産師および女性と子供に対する暴力 
Midwives and Violence against Women and Children 

 

 

背景 

暴力にさらされることなく生きることは、根本的な人権である。女性に対する暴力について国連

は、「性差に基づく暴力行為であって、女性に対して身体的、性的、若しくは心理的な危害又は苦

痛となる行為、あるいはそうなる恐れのある行為であり、さらにそのような行為の脅威、強制も

しくはいわれのない自由の剥奪をも含み、それらが公的生活で起こるか私的生活で起こるかを問

わない」と定義している i。 

 

女性に対する暴力は、国や文化にかかわらず世界中で発生している。女性より男性に特権を与え

る社会的・文化的規範や行動に端を発している。虐待は、親しいパートナーによる暴力、性的暴

力、女性器切除、強制結婚、女性殺害など多様な形をとる ii。暴力の形やその発生率は世界でさま

ざまであり、貧困、男女不平等、文化的慣行、紛争・災害、女性の法的地位などの要因に影響を

受ける。 

 

児童虐待は、18 歳未満の子どもに対する虐待やネグレクトである iii。子どものころに身体的ある

いは性的虐待を受けた人は約 20％に上る。児童虐待の影響は生涯にわたる可能性があり、身体

的・精神的健康問題も含まれる。親を支援し積極的な育児技術を指導する分野横断的なアプロー

チと有効なプログラムによって、児童虐待が始まる前に防止することができる可能性がある iv。 

 

女性と子どもに対する暴力は、深刻な公衆衛生上の問題も引き起こす v。暴力は健康に直接の影響

（身体的、精神的、性的）を及ぼし、その影響は暴力がなくなった後も長く消えないことがある
vi。性的健康やリプロダクティブヘルスに対する影響は多様で、婦人科的外傷、心理的外傷、HIV、

性感染症、尿路感染症などを含む。望まない妊娠は安全でない中絶につながる場合もある。身体

的・性的暴力は、低出生体重児、流産、死産、母体死亡にもつながる vii viii ix x xi xii。 

 

見解 

ICM は、女性と子どもが尊重され、その人権があらゆる社会において認識されるべきであること

を信じる。虐待の予防を実施し、虐待を受けた人々に対するケアが各国・各地方の状況に応じて

提供されなければならない。 
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ICM は基本的人権の問題として、女性と子どもに対する暴力の防止に向けて以下のように取り組

んでいく。 

 女性と子どもに対する暴力の問題に積極的に対処するため、国際的な政府機関および非政

府団体に対して働きかける。 

 女性と子どもに対する暴力の予防に向けて、教育キャンペーンや戦略を支援するよう会員

協会に促す。 

 

会員協会への指針 

会員協会には、以下が求められる。 

 女性と子どもの健康を保護する専門職の代表として、虐待防止の積極的な推進のコミット

メントを宣言すること 

 会員に対してだけでなく、一般市民に対しても反虐待の立場を明確に示すこと 

 虐待、特に女性と子どもの虐待防止のためのキャンペーンや対策を推進する団体との協力

を拡大すること 

 虐待防止にかかわるネットワークや政府機関、非政府団体と協働すること 

 必要に応じて女性に専門的な助言ができるように、会員に対して暴力認識や予防対策、反

虐待ネットワークに関する知識を深める機会を与えること 

 女性と子どもが自らの権利を認識する手助けができるよう、会員を支援すること 

 会員協会は個々の助産師に以下を推奨すべきである。 

 身体的・言語的・非言語的な証拠をもとに虐待を認識し、適切に女性を支援すること 

 女性が虐待を認識できるように支援し、必要に応じてより詳しいカウンセリングを受けら

れるよう虐待被害者支援団体につなげること 

 女性と子どもが利用可能なフォローアッププログラムに参加できるように支援すること 
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